
ぱ
く
ぱ
く
教
室
参
加
者
募
集

        

～
離
乳
食
・
幼
児
食
作
り
～

　

大
人
の
食
事

を
つ
く
り
な
が

ら
、
子
ど
も
の

年
齢
に
あ
わ
せ

た
離
乳
食
や
幼

児
食
づ
く
り
を
体
験
で
き
る
教
室
で
す
。

同
じ
環
境
の
マ
マ
・
パ
パ
た
ち
と
ゆ
っ
く

り
料
理
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▽�
と
き　

12
月
13
日
金
・
午
前
９
時
15

分
～
午
後
１
時（
９
時
か
ら
受
け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
４
階
調
理
室

▽�

対
象　

町
内
に
住
ん
で
い
る
就
学
前

の
子
ど
も
と
保
護
者

▽�

定
員　

16
組

▽�

参
加
費　

大
人
４
０
０
円
、
子
ど
も

１
５
０
円

※�

離
乳
食
は
、保
護
者
の
試
食
の
み
で
す
。

※�

子
ど
も
の
食
事
は
、
満
１
歳
６
カ
月

以
上
に
限
り
ま
す
。

※�

調
理
中
の
子
ど
も
の
世
話
は
保
育
ス

タ
ッ
フ
が
行
い
ま
す
。

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
ス
リ
ッ
パ
、

筆
記
用
具
な
ど

▽�

申
し
込
み　

12
月
６
日
金
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係（
☎
２
２
３
局
３
５
３

３
）
へ

ハ
ロ
ー
！
Ｂ
ａ
ｂ
ｙ
教
室
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
た
め

の
教
室
で
す
。
楽
し
く
子
育

て
の
勉
強
を
し
ま
せ
ん
か
。

▽��

と
き　

12
月
15
日
日
・
午

前
９
時
15
分
～
午
後
０
時
30
分
ご
ろ

（
９
時
か
ら
受
け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
和
室

▽�

内
容　

助
産
師
に
よ
る
赤
ち
ゃ
ん
を

迎
え
る
た
め
の
話
、
風
呂
の
入
れ
方

（
実
習
）、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
、
パ
パ

の
妊
婦
体
験
、
栄
養
士
に
よ
る
妊
娠

中
の
栄
養
の
話

▽�

対
象　

妊
婦
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

▽�

参
加
費　

無
料

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、

母
子
健
康
手
帳
副
読
本
、
筆
記
用
具
、

バ
ス
タ
オ
ル

▽�

申
し
込
み　

12
月
11
日
水
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
局
３
５

３
３
）
へ

在
宅
療
養
へ
の
取
り
組
み

●
在
宅
療
養
を
知
っ
て
い
ま
す
か

　

在
宅
療
養
と
は
、
病
気
や
障
が
い
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
医
療
や

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ
た
高

齢
者
な
ど
が
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地

域
で
必
要
な
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

継
続
し
て
受
け
る

こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、

遠
賀
郡
や
中
間
市

の
医
師
会
、
歯
科

医
師
会
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
な

ど
、
地
域
の
医
療
・

介
護
の
関
係
機
関

が
連
携
し
、
必
要
と
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

を
切
れ
目
な
く
提
供
す
る
た
め
の
「
在

宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
在
宅
医
療
と
介
護
に
関
す
る
相
談
は

　

遠
賀
中
間
医
師
会
在
宅
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
遠
賀
郡
４
町
・
中
間
市

と
連
携
し
在
宅
療
養
生
活
を
支
援
す
る

た
め
、
在
宅
医
療
と
介
護
に
関
す
る
各

種
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

在
宅
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
、

地
域
の
サ
ロ
ン
な
ど
に
出
向
き
、
在
宅
医

療
に
関
す
る
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま

す
。
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

在
宅
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
や
遠
賀
郡

４
町
・
中
間
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

在
宅
医
療
を
支
援
し
て
く
れ
る
医
療
機

関
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
な
ど
の
一

覧
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

遠
賀
中
間
医
師
会
在

宅
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
８
１

局
３
１
０
０
）、
芦
屋
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー（
☎
２
２
３
局
３
５
８
１
）

問い合わせ（市外局番０９３）

☎ 223-3677図 書 館
☎ 222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎ 223-0731町民会館 ☎ 222-1981芦屋東公民館

☎ 223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎ 222-2555
芦屋釜の里 ☎ 223-5881

☎ 222-0181総合体育館

健
康

・
福
祉
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認
知
症
講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
周
囲
の

人
の
理
解
と
支
援
が
必
要
で
す
。
認
知

症
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
深
め
る
た

め
に
、
今
回
は
、
認
知
症
予
防
の
話
や

認
知
症
の
気
に
な
る
サ
イ
ン
な
ど
、
わ

か
り
や
す
い
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
「
も
の
忘
れ
が
心
配
」「
認
知
症
っ
て

ど
ん
な
病
気
だ
ろ
う
」
な
ど
、
認
知
症

の
こ
と
を
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽�
と
き　

12
月
21
日
土
・
午
前
10
時
～

11
時
30
分
（
９
時
30
分
か
ら
開
場
）

▽�

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
２
階
会
議
室

▽�

内
容　
【
講
演
】
認
知
症
は
予
防
で
き

る
～
予
防
と
早
期
発
見
の
ポ
イ
ン
ト
～

【
講
師
】
輪
田�

順
一
さ
ん
（
み
ず
ほ

内
科
・
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
副
院
長
）

※�

「
も
の
忘
れ
相
談
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

▽�

参
加
費　

無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　

芦
屋
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
２
３
局
３
５
３
６
）

人
権
生
活
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

毎
月
２
回
の
定
例
相
談
の
ほ
か
に
、

随
時
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

●�

12
月
３
日
火
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

●�

12
月
19
日
木
＝
橋
本
求
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

▽�

相
談
内
容　

人
権
に
関
す
る
こ
と
や
生

活
、
就
職
、
進
学
相
談
な
ど

※�

定
例
日
以
外
の
相
談
は
、
直
接
相
談

員
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

土
肥
相
談
員
（
高
浜
町
21
番
18
号
☎

２
２
２
局
０
０
４
４
）

●�

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
局
３
２
０
３
）

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

　

人
権
や
法
律
の
問

題
で
困
っ
て
い
る
人

は
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　

12
月
12
日
木
・
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
学
習
室

▽�

相
談
内
容　

家
庭
、
相
続
、
登
記
、

戸
籍
、
金
銭
、
い
じ
め
・
不
登
校
の

人
権
問
題
な
ど

▽�
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

▽�

相
談
料　

無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
者
・
生
活
支
援

係（
☎
２
２
３
局
３
５
３
０
）

※�

事
前
に
相
談
内
容
な
ど
を
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

生
活
保
護
電
話
相
談
会

　

仕
事
や
生
活
な
ど
の

経
済
的
な
不
安
に
司
法

書
士
が
電
話
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。

▽�

と
き　

12
月
14
日

土
・
午
前
10
時
～

午
後
３
時

▽�

相
談
内
容　

生
活
保
護
の
要
件
や
申

請
方
法
、
生
活
保
護
受
給
中
の
借
金
問

題
、
生
活
保
護
の
停
止
や
廃
止
な
ど

▽�

相
談
料　

無
料

▽�

相
談
・
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
司
法

書
士
会
事
務
局
（
☎
〈
０
９
２
〉
７

２
２
局
４
１
３
１
）

無
料
法
律
相
談

▽�

と
き　

12
月
17
日
火
・
午
後
１
時
30

分
か
ら

▽�

と
こ
ろ　

役
場
4
階
会
議
室

▽�

定
員　

７
人
（
先
着
順
）

▽�

受
け
付
け　

12
月
４
日
水
か
ら
、
庶

務
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
７
２
）
へ

※�

相
談
時
間
は
１
人
約
20
分
で
す
。

※�

遅
れ
る
と
き
や
相
談
の
取
り
消
し
を
す

る
と
き
は
、
必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、
契
約
書
な

ど
の
関
係
書
類
（
写
し
で
も
可
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談

12
月
３
日
火
～
９
日
月
は

障
害
者
週
間
で
す　

　

障
害
者
週
間
と
は
、
障
が
い
者
の

福
祉
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
障

が
い
者
が
社
会
や
経
済
、
文
化
そ
の

ほ
か
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極

的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
障
が
い
」
は
、
そ
の
人
の
体
や

心
に
あ
る
「
機
能
の
障
が
い
」
と
社

会
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
バ
リ
ア
（
障

壁
）
の
両
方
で
つ
く
り
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
障
が
い
に
関
す
る
知
識
と
理
解
を

深
め
、
物
理
的
・
心
理
的
な
バ
リ
ア

を
な
く
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
皆
が
障
が
い
を
正
し
く
理
解
し
、

日
常
生
活
や
社
会
活
動
の
な
か
で
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
障
が
い
の
あ

る
人
た
ち
の
社
会
参
加
の
機
会
が
広

ま
り
ま
す
。

　

芦
屋
町
で
は
障
害
者
週
間
に
あ
わ

せ
て
、
芦
屋
町
図
書
館
内
に
関
連
図

書
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
と
人
権
ま
つ
り

会
場
で
障
が
い
者
に
関
す
る
啓
発
を

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

▽�
問
い
合
わ
せ　

障
が
い
者
・
生
活

支
援
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３
０
）
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町
の
任
期
付
職
員
募
集

【
芦
屋
釜
の
里
工
房
業
務
従
事
者
】

▽
募
集
人
数�　

１
人

▽
勤
務
地　

芦
屋
釜
の
里

▽�

業
務
内
容　

茶
の
湯
釜
を
は
じ
め
と

す
る
鋳
物
の
製
作
技
術
習
得
、
芦
屋

釜
の
里
業
務
の
補
助

▽�

勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
（
休
憩
60
分
）

▽�

勤
務
形
態　

週
５
日
勤
務

※
シ
フ
ト
に
よ
り
土
日
祝
日
勤
務
あ
り

▽
賃
金　

月
額
18
万
７
０
０
円

※�

採
用
前
の
職
歴
な
ど
に
よ
り
調
整
を

行
う

※
そ
の
他
諸
手
当
あ
り

▽�

応
募
要
件　

平
成
元
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①�

大
学
で
鋳
金
に
関
す
る
課
程
を
専
攻

し
た
人

②�

工
芸
分
野
の
技
術
職
と
し
て
４
年
以

上
の
実
務
経
験
の
あ
る
人

③�

専
門
学
校
・
短
期
大
学
・
大
学
な
ど
で
、

工
芸
分
野
に
関
す
る
課
程
を
専
攻
し

た
人

▽�

勤
務
開
始
日　

令
和
２
年
４
月
１
日
水

▽�

申
し
込
み
期
限　

12
月
13
日
金
ま
で

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
人
事
係

（
☎
２
２
３
局
３
５
７
４
）

※�

申
込
書
は
、
人
事
係
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

保
育
所
（
園
）・
認
定
こ
ど
も
園
の

利
用
申
し
込
み
（
新
規
）
受
け
付
け

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
の
保
育
所
（
園
）・

認
定
こ
ど
も
園
（
保
育
利
用
）
の
新
規

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽�

受
付
期
間　

12
月
５
日
木
～
令
和
２

年
１
月
10
日
金

▽�
入
所
対
象　

３
カ
月
児
か
ら

▽
入
所
要
件

①
同
居
の
家
族
が
仕
事
な
ど
で
保
育
が

で
き
な
い
家
庭

②
出
産
や
病
気
、
介
護
、
看
護
な
ど
で
保

育
が
で
き
な
い
家
庭
な
ど

▽
提
出
書
類

①
施
設
型
給
付
費
・
地
域
型
保
育
給
付

費
等
教
育
・
保
育
認
定
申
請
書
（
世

帯
全
員
の
個
人
番
号
の
記
載
が
必
要

で
す
）

②
保
育
利
用
申
込
書

※
０
歳
児
は
母
子
健
康
手
帳
の
写
し
が

必
要
で
す
。

③
保
育
を
必
要
と
す
る
こ
と
の
証
明
書
類

（
所
属
す
る
会
社
の
雇
用
証
明
書
な
ど
）

④
平
成
31
年
１
月
１
日
に
芦
屋
町
に
居

住
し
て
い
な
い
場
合
は
、
前
居
住
地

で
の
所
得
課
税
証
明
書

※
提
出
書
類
の
様
式
は
窓
口
で
配
付
、

ま
た
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
事
前
に
入
所
を
希
望
す
る
施
設
の
見

学
を
済
ま
せ
た
う
え
で
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
施
設
見
学
は
各
施
設
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
芦
屋
町
外
の
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も

園（
保
育
利
用
）を
希
望
す
る
場
合
も
、

芦
屋
町
役
場
で
の
手
続
き
が
必
要
で

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
令
和
２
年
３
月
に
入
所
を
希
望
す
る

場
合
の
申
し
込
み
期
限
も
１
月
10
日

金
で
す
。

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

子
育
て

支
援
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３
７
）

新
婚
世
帯
・
子
育
て
世
帯

民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
補
助
金
申
請

　

町
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
居
住
す
る

新
婚
世
帯
や
、
町
外
か
ら
転
入
し
た
子

育
て
世
帯
に
、
最
長
36
カ
月
（
３
年
間
）

で
最
大
72
万
円
を
商
工
会
商
品
券
で
交

付
し
ま
す
。

▽�
対
象
世
帯
　
新
婚
世
帯
、
子
育
て
世
帯

※�
新
婚
世
帯
＝
平
成
28
年
４
月
１
日
以

降
に
婚
姻
届
を
提
出
し
、
夫
婦
の
合

計
年
齢
が
80
歳
未
満
の
夫
婦
を
含
む

世
帯
。
ま
た
、
最
初
の
補
助
金
の
交

付
申
請
日
に
、
婚
姻
の
届
け
出
の
日

か
ら
１
年
以
内
の
夫
婦
が
世
帯
に
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
。

※�

子
育
て
世
帯
＝
28
年
４
月
１
日
以
降

に
転
入
し
、
転
入
時
点
で
６
歳
に
達

す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
あ
る
子
ど
も
を
含
む
世
帯

▽�

対
象
住
宅　

町
内
の
民
間
賃
貸
住
宅

※�

た
だ
し
、
町
営
住
宅
、
社
宅
、
官
舎
、

寮
そ
の
他
の
給
与
住
宅
、
借
り
上
げ

公
共
賃
貸
住
宅
、
対
象
世
帯
の
親
族

（
新
婚
夫
婦
の
2
親
等
以
内
、
子
育
て

世
帯
の
未
就
学
児
の
3
親
等
以
内
）

が
所
有
す
る
住
宅
は
除
き
ま
す
。

▽��
対
象
要
件　

居
住
す
る
世
帯
全
員
の

町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。
自

治
区
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
。
世
帯

員
の
い
ず
れ
か
が
、
自
己
の
居
住
の

た
め
に
所
有
者
と
の
間
に
賃
貸
借
契

約
を
締
結
し
、
家
賃
を
支
払
っ
て
い

る
こ
と
。
生
活
保
護
法
に
よ
る
住
宅

扶
助
、
そ
の
他
公
的
制
度
に
よ
る
家

賃
補
助
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
な
ど

▽��
対
象
期
間　

最
長
36
カ
月
（
３
年
間
）

※�

た
だ
し
、
令
和
２
年
３
月
31
日
火
ま

で
に
婚
姻
の
届
け
出
を
し
た
人
、
転

入
者
に
限
り
ま
す
。

▽��
交
付
額　

月
額
上
限
2
万
円

※�

勤
務
先
か
ら
の
住
宅
手
当
な
ど
を
引

い
た
家
賃
（
管
理
費
、
共
益
費
、
駐

車
場
使
用
料
な
ど
を
除
く
）
の
額
に

対
し
、
月
額
上
限
２
万
円
を
最
長
36

カ
月
（
３
年
間
）、
芦
屋
町
商
工
会
が

発
行
す
る
商
品
券
で
年
度
分
を
一
括

募
集
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+++

交
付
し
ま
す
。

▽�
申
込
期
間　

12
月
２
日
月
～
27
日
金

※�
申
請
に
必
要
な
書
類
は
、
環
境
住
宅

課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

住
宅
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
４
０
）

対
象
者
へ
通
学
費
年
額
２
万
円
を

補
助
し
ま
す

　

芦
屋
町
に
居
住
す
る
高
校
生
な
ど
の

通
学
費
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
年
額
２

万
円
を
補
助
し
ま
す
。

※�

令
和
元
年
度
中
に
、
芦
屋
町
高
校
生

等
通
学
費
補
助
を
利
用
し
、
定
期
券

の
半
額
補
助
を
受
け
て
い
る
人
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▽��
対
象　

高
校
生
な
ど
（
原
則
と
し
て

18
歳
に
な
る
年
度
末
）
の
保
護
者
。

た
だ
し
、
次
の
人
は
対
象
外
で
す
。

①�

令
和
元
年
度
中
に
、
芦
屋
町
高
校
生

等
通
学
費
補
助
を
利
用
し
、
定
期
券

の
半
額
補
助
を
受
け
て
い
る
人

②�

申
請
時
点
で
芦
屋
町
に
居
住
（
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
）
し
て
い
な
い
人

③�

生
活
保
護
や
そ
の
ほ
か
の
通
学
費
補

助
を
受
け
て
い
る
人

④�

同
一
世
帯
で
町
税
な
ど
の
滞
納
が
あ

る
人

⑤�

同
一
世
帯
に
暴
力
団
員
、
ま
た
は
暴

力
団
関
係
者
が
い
る
人

▽
申
請
時
期　

令
和
２
年
１
月
６
日
月

～
２
月
28
日
金

▽��
申
請
に
必
要
な
も
の　

①�

芦
屋
町
高
校
生
等
通
学
費
補
助
金
交

付
申
請
書

②�

芦
屋
町
高
校
生
等
通
学
費
補
助
金
申

請
者
調
書

※�

①
、
②
、
手
引
き
書
は
芦
屋
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
（
記
入
例
も
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

学
校
教
育
課
の
窓
口
に
も
あ
り
ま
す
。

③�

在
学
証
明
書
（
12
月
1
日
日
以
降
の

も
の
。
生
徒
手
帳
不
可
。）

④
振
り
込
み
を
希
望
す
る
通
帳
の
写
し

⑤
印
鑑
（
認
印
可
）

　

右
記
の
書
類
と
印
鑑
を
持
っ
て
学
校

教
育
係
へ
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

な
お
、
通
学
費
2
万
円
補
助
を
希
望

す
る
場
合
は
毎
年
度
申
請
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

▽�

交
付
日　

交
付
決
定
後
、
4
月
に
交

付
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
係
（
☎
２

２
３
局
３
５
４
７
）

体
育
施
設
利
用
の

年
間
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

　

総
合
体
育
館
や
小
体
育
館
、
小
・
中

学
校
体
育
館
な
ど
の
体
育
施
設
を
年
間

を
と
お
し
て
利
用
し
た
い
団
体
は
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽�

利
用
期
間　

令
和
２
年
４
月
１
日
水

か
ら
１
年
間

▽�

登
録
条
件　

活
動
上
施
設
の
定
期
的

な
確
保
が
必
要
な
８
人
以
上
の
団
体

で
、
町
内
者
を
６
割
以
上
含
む
こ
と

▽�

申
し
込
み　

令
和
２
年
１
月
17
日
金

ま
で
に
、
総
合
体
育
館
（
☎
２
２
２

局
０
１
８
１
）
へ

※�

申
込
書
は
総
合
体
育
館
に
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
申
込
書
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口

開
設

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受

け
取
り
や
申
請
を
受
け
付
け
る

た
め
に
次
の
日
程
で
休
日
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。
平
日
、
仕
事
や
学
校
な
ど
で

忙
し
く
来
庁
で
き
な
い
人
は
、
こ
の
機

会
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
証
明
書
を
取
得
で
き
ま
す

（
芦
屋
町
は
令
和
２
年
１
月
開
始
予
定
）。

▽�

と
き　

12
月
15
日
日
、
令
和
２
年
１

月
18
日
土
・
午
前
８
時
30
分
～
正
午

▽�
と
こ
ろ　

役
場
住
民
課
窓
口

▽
持
っ
て
く
る
も
の　

　

�【
申
請
】　

申
請
書
、
申
請
書
貼
付
写

真
（
写
真
が
な
い
場
合
は
、
申
請
時

に
無
料
で
撮
影
し
ま
す
）、
印
鑑
、
通

知
カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る
人

の
み
）

　

�【
受
け
取
り
】　

交
付
通
知
書
、
印
鑑
、

通
知
カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る

人
の
み
）

※�

本
人
確
認
書
類
は
、
公
的
機
関
が
発

行
し
た
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き

は
１
点
、
健
康
保
険
証
な
ど
の
顔
写

真
が
な
い
も
の
は
２
点
必
要
で
す
。

※
受
け
付
け
は
本
人
の
み
で
す
。

※�

住
民
票
な
ど
の
証
明
書
の
発
行
は
行

い
ま
せ
ん
。

▽�

問
い
合
わ
せ
　
住
民
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
３
１
）

２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
を

行
い
ま
す

　

農
林
水
産
省
で
は
、
令
和
２
年
２
月
１

日
土
現
在
で
、「
２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン

サ
ス
」
を
行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
国

の
農
林
業
・
農
山
村
地
域
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
も
っ
と
も
基
本
的
な
調
査
で
す
。

　

12
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
農
林
業
関

係
者
の
皆
さ
ん
を
訪
問
し
て
、
調
査
票

に
農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど
の
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
項
は
、
統

計
以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
係
（
☎
２

２
３
局
３
５
４
４
）

お
し
ら
せ

広報あしや　2019.12.1⑰



健
康
優
良
家
庭
を
表
彰
し
ま
す

　

芦
屋
町
国
民
健
康
保
険
で

は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
の
被
保
険
者
全
員

が
１
年
間
医
療
機
関
な
ど
を

受
診
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
国
民
健
康
保

険
税
に
滞
納
が
な
い
な
ど
の
世
帯
を
健
康

優
良
家
庭
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
30
年
度
の
健
康
優

良
家
庭
に
該
当
す
る
世
帯
主
に
対
し
て
、

12
月
上
旬
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　

今
後
も
町
の
健
康
診
査
を
大
い
に
活

用
し
、
健
康
を
保
持
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
係
（
☎
２

２
３
局
３
５
３
２
）

夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す

　

平
日
昼
間
の
訓
練
に
加
え
て
、
次
の

日
程
で
夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す
。

【
ジ
ェ
ッ
ト
機
】

▽�

と
き
　
12
月
９
日
月
・
10
日
火
の
日
没

か
ら
午
後
９
時
ご
ろ
ま
で
の
間
（
予
備

日
＝
11
日
水
・
12
日
木
、
16
日
月
・
17

日
火
）

【
救
難
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
救
難
捜
索
機
】

　

毎
週
月
・
火
曜
日
の
日
没
か
ら
午
後

９
時
ご
ろ
ま
で
行
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
（
☎
２
２
３
局
０
９
８
１

内
線
２
５
４
）

年
末
年
始
の

ご
み
と
し
尿
の
収
集
を
休
み
ま
す

●�

ご
み　

12
月
29
日
日
～
令
和
２
年
１

月
３
日
金
の
収
集
を
休
み
ま
す
。

※�

12
月
31
日
火
の
も
え
る
ご
み
は
収
集

し
ま
す
。

●�

粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー　

12
月
28

日
土
～
１
月
５
日
日
ま
で
休
み
ま
す
。

●�
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
の
自
己
搬
入　

12

月
28
日
土
・
午
後
４
時
30
分
ま
で
受

け
付
け
ま
す
。

※�

12
月
29
日
日
～
１
月
３
日
金
は
搬
入

で
き
ま
せ
ん
。

●�

し
尿　

12
月
28
日
土
～
１
月
５
日
日

広
告

広
告

対
象
者

給
付
金

弁
護
士
費
用

～集団予防接種によりB型肝炎ウイルスに持続感染された方へ～

型肝炎訴訟
給 付 金 請 求

完全予約制

無 料 個
別 相 談 会

0120-013-621
昭和16年7月2日～

昭和63年1月27日生まれ
※ご遺族の方も給付金請求できます

※病態に応じて給付金等の内容が
異なります

50万円～3,600万円 成功報酬制
※訴訟実費別途

着手金●相談料 無料

1/23 (木) ハピネスなかま　会議室2

1/24 (金) 黒崎ひびしんホール　会議室B
9:00
18:00

～ 無料電話相談
 同時受付中! 

平
日

□TEL 03-5363-6333

□http://precious-law.jp/

□E-mail:info@precious-law.jp

□FAX 03-5363-6334  

東京都新宿区四谷4-3 福屋ビル6-A  【営業時間】 平日 9：00～18：00

1114_ 福岡県 _ 遠賀郡 _ 芦屋町広報誌 _ 相談会 h50w87_1c■11/14 入稿

弁護士 饗庭亨一「あいば こういち」東京弁護士会所属 登録番号35029

お
し
ら
せ

町・県民税の申告に関するお願い　

　12月２日月に、平成 30年中の収入申告をしていない人に対して、
申告ハガキを送付しますので、申告に必要な下記のものをそろえて、
申告の手続きをお願いします。

㊟　国民健康保険に加入している人は、収入がない場合でも申
告が必要です。平成 30年中の収入が、一定所得以下の世帯に

は国民健康保険税軽減措置がありますが、世帯内に申告していない
人がいる場合、軽減措置を受けることができません。

▽ �とき　12月 27日金まで（土日祝日を除く）

▽ところ　役場税務課窓口

▽ �持ってくるもの　
◦申告ハガキと印鑑（代理申告の場合は代理人の印鑑）
◦所得の内容がわかるもの（源泉徴収票など）
◦�事業所得などがある人は経費がわかるもの（帳簿、領収書など）
◦生命保険、地震保険などの控除証明書
◦障害者手帳など（交付を受けている人のみ）

▽問い合わせ　課税係（☎２２３局３５３４）
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の
収
集
を
休
み
ま
す
。
臨
時
収
集
を

希
望
す
る
人
は
、
12
月
20
日
金
ま
で

に
、
収
集
業
者
へ
直
接
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

【
収
集
業
者
連
絡
先
】

　

�

芦
屋
地
区
＝
（
有
）
環
整　
（
☎
２
２

３
局
０
４
０
２
）
山
鹿
地
区
＝
（
有
）

太
洋
社　
（
☎
２
９
３
局
３
３
３
１
）

▽�
問
い
合
わ
せ　

ご
み
収
集
＝
環
境
・

公
園
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３
８
）、

し
尿
収
集
＝
下
水
道
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
４
９
）

※�

12
月
15
日
発
行
の
広
報
あ
し
や
に
折

り
込
ま
れ
る
「
１
月
の
行
事
表
」
で

地
区
割
り
の
収
集
日
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
の
出
し
方

　

使
い
終
わ
っ
た
ス

プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
な
ど
は
「
ビ

ン
・
カ
ン
ご
み
」
と

し
て
回
収
し
て
い
ま

す
。
穴
を
開
け
ず
に

回
収
し
て
い
る
市
町
村
も
あ
り
ま
す
が
、

穴
を
開
け
て
い
な
い
ス
プ
レ
ー
缶
が
混

入
し
て
い
た
こ
と
で
、
ご
み
収
集
車
の

火
災
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
使
い

終
わ
っ
た
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
な
ど
を
ご
み
に
出
す
と
き
は
、
必

ず
穴
を
開
け
て
く
だ
さ
い
。

▽�

手
順　

1�

ガ
ス
（
中
身
）
を
使
い
切
り
、
空
に

な
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る

　

ス
プ
レ
ー
缶
を
振
っ
て
、
中
身
が
残

っ
て
い
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

「
シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
」
と
い
う
音
が
し
た
ら

ま
だ
中
身
が
残
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
音
が
し
な
く
な
る
ま
で
中
身

を
使
い
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

2
缶
に
穴
を
開
け
る

　

火
の
気
の
な
い
風
通
し
の
良
い
と
こ
ろ

で
穴
を
開
け
て
く
だ
さ
い
。
金
づ
ち
や
釘

を
使
用
す
る
と
火
花
が
発
生
し
、
中
身

の
ガ
ス
に
引
火
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
危

険
で
す
。
市
販
さ
れ
て
い
る
穴
開
け
器
や

缶
切
り
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

3�

「
ビ
ン
・
カ
ン
」
の
指
定
袋
で
ご
み

出
し
を
す
る�

　
穴
を
開
け
た
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
な
ど
は
、「
ビ
ン
・
カ
ン
」
指

定
袋
で
決
め
ら
れ
た
日
に
ご
み
出
し
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

環
境
・
公
園
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
８
）

境
界
問
題
無
料
相
談
会

　

近
隣
と
の
境
界
問
題
や

土
地
、
建
物
に
関
す
る
測

量
や
登
記
に
関
し
て
、
困

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き
　
令
和
２
年
１
月
８
日
水
、
３

月
11
日
水
・
午
後
１
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ
　
福
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士

会
北
九
州
支
部
事
務
局
（
小
倉
北
区

田
町
）

▽�

定
員　

１
日
６
枠
（
相
談
時
間
30
分
）

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
土
地
家
屋
調

査
士
会
事
務
局
（
☎
〈
０
９
２
〉
７

４
１
局
５
７
８
０
）

※�

平
日
午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
正
午

～
午
後
１
時
を
除
く
）

子
ど
も
の
教
育
資
金
を

国
の
教
育
ロ
ー
ン
が
サ
ポ
ー
ト

　

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、

高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修

学
校
や
海
外
の
学
校
な
ど

に
入
学
・
在
学
す
る
子
ど
も
が
い
る
家
庭

を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

▽�

融
資
額　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
３
５

０
万
円
以
内

▽�

金
利　

年
１
・
66
％
（
ひ
と
り
親
家

庭
は
年
１
・
26
％
）

※
令
和
元
年
11
月
１
日
現
在

▽�
返
済
期
間　

15
年
以
内
（
ひ
と
り
親

家
庭
は
18
年
以
内
）

※�

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い（「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」で
検
索
）。

▽�
問
い
合
わ
せ　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー（
☎
０
５
７
０

－

０
０
８

－

６
５
６
）

広
告

広
告

093-222-0765芦屋町緑ヶ丘 2 番 2号

当法人は平成 2 年発足以来、特別養護老人ホーム「まつかぜ荘」を運営してきましたが、
昨年度より各種の新規事業に取組んでいますのでお知らせいたします。

( 問合せ先 ) 特別養護老人ホーム まつかぜ荘

特別養護老人ホームまつかぜ荘
( 障がいサービス ) 共生型短期入所事業 ( ショートステイ )
( 障がいサービス ) 共生型生活介護事業 ( デイサービス )

グループホーム あおぞら
( 介護サービス ) 認知症対応型共同生活介護事業

ケアサポートまつかぜ (24 時間対応 ) 
( 介護サービス ) 定期巡回 · 随時対応型訪問介護看護事業

～社会福祉法人 まつかぜ会 からのお知らせ～

まつかぜ苑 (令和 2 年2 月1日開設 )
( 障がいサービス ) 日中サービス支援型共同生活援助事業
※まつかぜ苑の申込受付は令和元年12月2日から20日まで
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ク
リ
ス
マ
ス
＆

お
正
月
ク
ラ
フ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
障
が
い
者
小
規
模

作
業
所
や
町
の
活
動

団
体
な
ど
の
手
作
り

小
物
や
ク
リ
ス
マ
ス
・

正
月
飾
り
の
展
示
・

販
売
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　

12
月
２
日
月
～
21
日
土
・
午

前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
（
21
日
は

午
後
２
時
ま
で
）

※
日
曜
休
館

▽�

と
こ
ろ　

町
民
会
館
２
階
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー

▽�

問
い
合
わ
せ　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

セ
ン
タ
ー
（
☎
２
２
１
局
１
０
１
１
）

芦
屋
東
公
民
館
講
座

～
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
～

　

正
月
に
向
け
て
の
花
の
ア
レ
ン
ジ
を

学
び
ま
す
。

▽�

と
き　

12
月
21
日
土
・
午
後
１
時
～

３
時　

▽
と
こ
ろ　

芦
屋
東
公
民
館
集
会
室

▽�

対
象　

町
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
通

勤
し
て
い
る
人

▽
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
費　

２
０
０
０
円

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

花
ば
さ
み
、
タ

オ
ル
、
作
品
持
ち
帰
り
用
の
袋

▽�

申
し
込
み　

12
月
４
日
水
～
15
日
日
・

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で
に

芦
屋
東
公
民
館
（
☎
２
２
２
局
１
９

８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

中
央
公
民
館
講
座　

■
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸
成
講
座
Ⅰ

「
芦
屋
基
地
を
見
て
回
ろ
う
」

　

芦
屋
基
地
の
航
空
機

や
さ
ま
ざ
ま
な
装
備
品

な
ど
を
間
近
で
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

部
隊
担
当
者
か
ら
説
明

を
受
け
た
り
、
一
般
隊

員
と
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
の

食
事
を
食
べ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
な
お
、
都
合
に
よ
り
講
座
開
催
が

中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽�

と
き　

令
和
２
年
１
月
24
日
金
・
午

前
10
時
～
午
後
２
時

▽�

と
こ
ろ　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

▽�

定
員　

24
人
（
高
校
生
以
下
は
申
し

込
み
で
き
ま
せ
ん
。
先
着
順
）　　

※�

な
お
、
よ
り
多
く
の
人
に
芦
屋
基
地

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
初
め
て

参
加
す
る
人
を
優
先
し
ま
す
。
初
め

て
の
人
が
定
員
に
満
た
な
い
場
合
に
、

２
度
目
以
上
の
人
に
申
し
込
み
順
で

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽�

参
加
費　

３
９
３
円
（
昼
食
代
。
自

衛
隊
に
前
納
す
る
た
め
、
必
ず
12
月

22
日
日
ま
で
に
中
央
公
民
館
に
持
っ

て
来
て
く
だ
さ
い
。
一
旦
納
入
さ
れ

た
お
金
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
）。

▽�

申
し
込
み　

12
月
４
日
水
～
17
日
火
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
中
央
公
民

館
（
☎
２
２
２
局
１
６
８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

15
％
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

に
こ
に
こ
商
品
券
追
加
販
売
し
ま
す

　

町
内
で
利
用
で
き
る
15
％
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
を
追
加
販
売
し
ま
す
。

▽�

販
売
金
額　

１
冊
１
万
円
（
５
０
０
円

の
商
品
券
が
23
枚
）

※
１
１
５
０
０
円
分
あ
り
ま
す
。

▽�

商
品
券
使
用
期
限　

令
和
２
年
２
月

29
日
土
ま
で

▽�

購
入
限
度
冊
数　

１
人
５
冊
ま
で（
先

着
順
）

▽�

販
売
日　

12
月
10
日
火
か
ら
売
り
切

れ
ま
で
・
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
土

日
祝
日
除
く
）

▽��

購
入
時
に
必
要
な
も
の　

本
人
確
認

が
で
き
る
も
の

▽�

販
売
場
所
・
問
い
合
わ
せ　

芦
屋
町

商
工
会
（
☎
２
２
２
局
２
１
１
１
）

お
し
ら
せ

　交通ルールの遵守と正しいマナーの実践を習慣づ
け、交通事故防止の徹底を目的に、12 月 31 日火
まで県下一斉に交通安全運動が行われます。
　一人ひとりが交通ルールや交通マナーを守ること
の大切さを理解し、自分の命は自分で守る意識を身
につけましょう。

▽ �重点項目　飲酒運転撲滅、子どもと高齢者の交通
事故防止

【飲酒運転ダメ！絶対！】
　飲酒運転は犯罪です。
　「飲酒運転は、絶対しない、さ
せない、許さない。そして、見
逃さない」ことを徹底しましょう。
飲酒運転を見かけたら、迷わず１１０番通報しま
しょう。

▽ �問い合わせ　地域振興・交通係（☎２２３局３５３９）

年末の交通安全運動
12月11日水～31日火
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遠
賀
川
物
語
⑧

　
船
頭
た
ち
の
「
川
筋
気
質
」

　

藩
政
時
代
、
筑
豊
の
鉱
山
で
は
斜
陽
の

農
民
・
漁
民
・
手
工
業
者
・
浪
人
・
浮
浪

者
・
囚
人
な
ど
を
坑
夫
と
し
て
使
用
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
炭
鉱
地
一
帯
の
気
風

は
荒
ん
だ
も
の
で
し
た
。
明
治
に
入
っ
て

か
ら
は
さ
ら
に
多
く
の
他
所
者
が
流
れ
込

み
、
ひ
ど
い
納
屋
制
度
の
も
と
で
賭
博
・

酒
・
女
・
喧け
ん
か嘩
と
い
っ
た
日
常
生
活
を
繰

り
広
げ
、
自
然
に
親
分
子
分
・
兄
弟
分
の

人
間
関
係
を
結
ん
で
、一
種
遊ゆ
う
き
ょ
う侠
風
の
土

地
柄
を
つ
く
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

五
平
太
船
と
称
さ
れ
た
川か
わ
ひ
ら
た艜
の
船
頭

た
ち
の
気
風
も
荒
い
も
の
で
し
た
。「
平

太
船
頭
の
ど
こ
見
て
惚
れ
た
、
色
は
黒
い

が
川
筋
育
ち
、
喧
嘩
早
い
が
情
に
は
も
ろ

い
、
水
に
う
つ
し
た
サ
ラ
シ
べ
こ
」
と
い

う
歌
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
船
頭
た
ち
は

夏
は
フ
ン
ド
シ
一
本
、
冬
は
ド
ン
ザ
を
着

て
船
を
操
り
ま
し
た
。
炭
坑
夫
と
同
じ
よ

う
に
、飲
む
、打

つ
、
買
う
、
そ

れ
に
喧
嘩
が
日

常
で
し
た
。

　

船
頭
仲
間
に

も
親
分
子
分
・

兄
弟
分
の
義
理
人
情
に
厚
い
人
間
関
係

が
生
ま
れ
ま
し
た
。「
か
う
い
ふ
徒
の
集

団
だ
か
ら
、
そ
の
日
常
も
常じ
ょ
う
き規
を
以も
っ

て
律

し
難
き
も
の
が
多
く
、
荷
物
・
荷
主
の
争

奪
は
勿も
ち
ろ
ん論
、舟
の
縁
が
さ
は
っ
た
と
か
、後

か
ら
来
て
追
い
越
し
た
と
か
言
ふ
場
合

に
仁
義
を
し
な
か
っ
た
事
か
ら
、
随
所
に

船
頭
ど
も
の
争そ
う
と
う斗
が
始
ま
っ
て
、
血
ち
な
ま
ぐ
さ腥い

出
入
は
、
殆
ほ
と
ん
ど
毎
日
」（
吉
田
磯
吉
翁お
う
で
ん伝
）

で
し
た
。
船
頭
の
出
身
地
は
芦
屋
、山
鹿
、

広
渡
、
立
屋
敷
、
埴は

ぶ生
（
現
中
間
市
）、
木

屋
瀬
、
植
木
・
直
方
（
２
つ
と
も
現
直
方

市
）、
御ご
と
く徳
・
小
竹
（
２
つ
と
も
現
小
竹

町
）、
鯰な
ま
ず
た田
・
片
島
（
２
つ
と
も
現
飯
塚

市
）、
中
な
か
い
ず
み泉
な
ど
、
遠
賀
川
の
本
流
支
流

沿
岸
の
町
村
で
、
堀
川
沿
い
の
折
尾
・
陣

原
の
人
、
洞
海
湾
岸
の
若
松
・
黒
崎
の
人

も
交
じ
っ
て
い
ま
し
た
。
宗
像
郡
の
地
ノ

島
・
波
津
・
鐘
崎
な
ど
か
ら
も
来
て
お
り
、

ま
た
島
根
県
の
人
も
い
た
そ
う
で
す
が
、

ほ
と
ん
ど
が
土
地
の
人
で
し
た
。

　

遠
賀
川
筋
に
生
ま
れ
た
任
侠
風
の
気
風

が
「
川
筋
気
質
」
で
す
。
そ
れ
は
頼
ま
れ

た
ら
い
や
と
言
わ
ず
、
犠
牲
に
な
っ
て
働

く
と
い
っ
た
「
親
分
肌
」、
気
は
荒
い
が
淡

白
な
気
性
、
義
理
人
情
に
生
き
義ぎ

侠き
ょ
う
し
ん
心
に

は
富
ん
で
い
る
が
、「
何
ん
ち
か
ん
ち
言
い

な
ん
な
、理
屈
は
な
か
た
い
」
と
い
う
ふ
う

に
、
理
屈
よ
り
も
先
に
行
動
で
示
す
言
論

無
用
、
腕
で
こ
い
、
の
世
界
で
し
た
。
地
域

社
会
的
な
性
格
の
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

淡
白
で
潔
く
、
き
び
き
び
し
た
川
筋
の
船

頭
た
ち
は
「
キ
リ
ク
サ
ン
」
と
呼
ば
れ
、自

分
た
ち
も
「
キ
リ
ク
サ
ン
」
に
な
る
よ
う
に

努
め
ま
し
た
。
も
う
け
た
金
は
気
前
よ
く

使
い
、明
日
は
考
え
な
い
と
い
っ
た
「
キ
リ

ク
サ
ン
」
的
感
覚
は
、「
遠
賀
土
手
行
き
ゃ

雁か
り

が
鳴
く
、
家
じ
ゃ
妻つ
ま
こ子
が
泣
き
す
が
る
、

喧
嘩
ば
く
ち
に
す
ね
た
身
は
、
川
筋
男
の

意
気
の
よ
さ
」
の
歌
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、

刹
那
的
、
浪
費
的
、
遊
興
的
な
気
分
に
も

通
じ
る
も
の
で
し
た
。
遠
賀
川
流
域
に
発

生
し
た
川
筋
気
質
は
、
筑
豊
と
は
縁
の
深

い
若
松
へ
も
浸
透
し
て
、そ
れ
は
若
松
の
町

の
性
格
の
底
流
に
も
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

明
治
24
（
１
８
９
１
）
年
は
遠
賀
川
の

洪
水
に
よ
っ
て
、
川
艜
が
大
打
撃
を
受
け

た
年
で
、
ま
た
こ
の
年
は
、
筑
豊
鉄
道
が

開
通
し
て
、
川
艜
の
運
命
を
決
し
た
年
で

も
あ
り
ま
す
。
船
頭
の
親
方
の
な
か
に
は

鉱
山
の
納
屋
頭
や
坑
主
に
転
じ
た
人
も
い

ま
し
た
。
大
正
鉱
業
の
創
始
者
伊
藤
伝
六
・

伊
藤
伝
右
衛
門
父
子
も
、
川
艜
の
船
頭
上

が
り
で
す
。芦
屋
に
生
ま
れ
て
青
年
の
こ
ろ

川
艜
に
乗
っ
て
い
た
吉
田
磯
吉
は
、若
松
に

移
住
し
て
任
侠
と
し
て
知
ら
れ
、
大
正
４

（
１
９
１
５
）年
に
代
議
士
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
芦
屋
歴
史
の
里
）

紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
二
百
八
十
三

▷�

折
尾
村
切
抜
通
舟
景

　皆さんのご協力により、10月末までに１２万
３２５円の義援金が集まりました。
　義援金は、日本赤十字社を通じて被災地へ送
付させていただきました。
　現在は、10 月に発生した「台風 19 号災害」
に伴う義援金の募金箱を設置しています。
　皆さんのご協力をよろしくお願いします。

▽ �募金箱設置場所　役場１階総
合案内・２階総務課窓口、総合
体育館、芦屋町図書館、芦屋東
公民館、山鹿公民館、町民会館、
芦屋釜の里、芦屋歴史の里

▽受付期間　令和２年１月中旬まで

▽問い合わせ　庶務係（☎２２３局３５７２）

平成 30 年 7 月豪雨災害義援金へのご協力ありがとうございました

広報あしや　2019.12.1㉑ 広報あしや　2019.12.1


